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5 万分の 1 地質凶幅 はコ
説明書 1/1、

津(到II路-~49 号〉

北海道立地ド資源調査所

北海道技 rlrji 長尾捨ー

はしがき

この|ヰ幅は， ~日和 35 年に野外凋査を行ない，その結束をまとめたものである c しかし

厚岸凶II'長からの 1<1の連なりは，昭和 32 年に，叶内;の石油鉱床調査計画に基づL 、て調査を実

施した所であるひこの地域は，北海道における最上部自主紀!脅て、ある根室層 {i干の分布地域

であって，根室花n長港の {[if散が免見されて以来，北海道白唾系の合{In地域の候補地として

重視されている{この凶III話内にふくまれている大黒J~jは，かつて，白望系に属するものか，

あるいは第三系に属するものかで，活発な論争のあった所である

I 位置および交通

この凶II'両は，東粍 144 二 45' と 145 士 0'，北緯 42'5' と 43 二 0' の問に位置する九北部は厚岸凶

rlJIIlに，東部はH介j森|ぇ)11'面に i持持する

，J~ft地Jlr<の "Ii[;は $111路木l に属し，到II路から Lt イfjj、、I までは乗合 n動車の院があるが，その

す pι キウシ

先は去米午まで小可I) トラックに便乗することができるハこの半品部は ， J.足羽 1[1中の一部を除

いては大体，干潮Illj に徒歩で~hj'Jすることができる戸厚岸町に属する却分は ， J手岸市街か

ら沌の下までは，大休徒歩することができるが，それから以東，チンベ，九一浜，角!:(;J~の

海岸は， JlJーを利用する以外には周査の方法がない戸離山である大黒品と小向には定期間が

ないので，随時小IfJ を雇ぺて;潤iJ~するより:んi{去がなし

II地形

北部厚岸町内に属する地域は，大黒品をふくめて， )手口 il 刈 III 日からの連なりであって，保

Ie;100ill 内外の台地が，ほほ、東西の方向に延びている r この台地をつくる地層は，根室!再

{ifの厚岸互層，チンベ時岩田および\時(浜砂岩日 ~J) 吾であって，ほ 11' 東 IJ可に遅い主向で市に

1O ~20C の傾斜をもっているこ この台地は，海岸線になって ;h r，に降下し，ところどころに
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図版 1 100m 内外の台地を作るアイニンカップ '"P/II 明・近の地形

図版 2 厚岸町海岸 100m 内外の台地遠望 ピリカウタ付近よりアイカップ岬，アイニンカップ IlI lp を望む

(a) アイニンカップ山'I' (b) アイカップ 111' 1' (c) 仙鳳祉



10-20m の l与さの出をつくって

いる一品布森地域は， I芋岸地域 l ま

ど顕~な台地はみられないが，

130m内外の最高山はかなり、ド引

な l雨をもっている

この J也j或の構 IJ立地 1\" ，IJ) t. 部を占

めるものは，治三紀州新[I t]) 手ョ

ロベ、ソ黒田卜宇部乃)~市時半 }I~ で、あ

る、この地 1'F'l はほとんど 10 内外

の緩い傾斜で，この刊 ;L 百I; の III 肢

j也'「 1;: に分イ jJ している この地域に

は，そのほか，根室岡{ifに属する

厚岸:足掛，去来牛 Ii吹岩!乱手ンベ

球目)脅や，第三紀と号 rj 保果、!骨 l こ属

する別保喋岩層，春以宍 lJと固など

が，海岸より l こ小さな語I! j をみせ

ている

この地域も，海岸線にそったせ

まい砂浜を!な山、ては，海岸に向っ

て急、定をつく勺ている F これらの

急医は，いずれも海副!崖で ， un 凸

の少ない単調な海岸線に連続し，

海岸には暗礁が多数伏在する(こ

れらの暗礁は，現在も頻繁に起 η

ている崖崩れの巨大な転行の落下

とあいまって，市 i付場を危険にし

ている

大黒島および小島は，ピリカウ

タの南方沖じ 2km および 1km

の地点にある c 大黒島は，西側に

せまい砂地があり，また北部の砂

図版 3 去来中点方の絶壁，海上の白波は陪

礁の伏在を示す

図版 4 去来牛付近の，急足，現在も出崩れが

起っている

正i

図版 5 大黒品および小島

④大果、島 ⑥小島
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が露出している τ 北部の厚岸町内では，ほほ東丙の主l何で市に単科するでうえにのべた各層
(I)

;土，長}-.部の去来牛時岩層を欠いて， I享岸!司幅の根室層群の存層と連なり，その一部は海

氏にのびて，小島および大黒島を構成しているつ

昆布森地 j或は，地去の大部分は)(寧 i柴岩層が露出し，海岸にそって，わずかに，根室層群

の一部や別保，春採，推別の各層がみられる《これらは，昆布森川幅からの連続であって，

主向はほぼ東同性で，根室層群と j市 l幌!骨群とは，すべて断層で接する

Ill.2 地質各説

III.2ｷ1 根室層群

恨室層群とは，恨宝半島から浜 rfl ，厚岸， {III 鳳~j f:， r~ 布保をへて，そこから釧路氏田の

基盤として，ときどき地夫に安をあらわしながら，浦幌まで続き，そこでふたたび大きく

地表に露出して，到 II 路，十 1院の同境に市北に長くのがた分布をしめす上部白軍紀!骨をい

つ

G) (り

根室半島部の 1民主層鮮は，佐々 侃推によ，って初めて国 If; が組立てられ，その後三{~勝利，

藤原有夫，長谷川潔らによって，全半島司 ;J) 地質および層 If: が定夫されたっこの層 fi干の基

)えは不明であるが，現在露出している最下位の「ノヅカマ y フ層ー l は官十日の変化がし、ちじ

るしい棟計，集塊岩 ， i疑 1疋宕を主体とし，砂岩， 1尼'0をはさんでいる(礎告は主としてド

部に，砂岩， {尼岩，シルト行は r\l 部に，そして集塊引は L古I; にみられる n 全!首厚は， 300m

以 kと算定されているコ

J~巨 111 {ヒィ i は，

InoreramusschmidtiMICHAEL

よ eJr. shikotan ωsis NAG.etMAT.

Dentaltumsp.

Brach;'opodsgen.etsp.indet.

などが出告されている J この地層は東方，千島列品目;では， f主々(扶 t.#i J) /..I~ ・F't噴出計煩に

対比されるつ itt 七平向 OJ 岡部から次第に If可 J1j に|付 7 て，寄多布，厚岸付近になると，根室

!骨併の下目;)首であるノソカマップ)首は点 111 せず，その上位の t.W 主!首からはじまっている

(1) 小山内照外 2 (1961) 厚岸凶幅 北海道開発庁

(2) 河合正虎(1 956) 昆布森凶幅 地質調在所

(3) 佐々民地(1 957) 色丹 Jih の地質北地要第 34 号

(4) 三行勝利外 2 (1958) 根室平山南部，北部地質問幅 地ト資源調査所
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ノッカマップ層は厚岸の西方門静になって，はじめて地夫にあらわれる《いわゆる門静層

(ユ〉

が，それであるぞ筆者は，これを岩佃的に 3 分し，上位よりカリカン砂右， TI岩互!再，門

静砂岩国，および太田村砂岩，上司岩互!曽としたと厚岸|、~III長では上位のカリカン砂岩， _n: 岩

互層は↑111静砂岩層の中;こL 、れられ，門静層と太田村層に 2 分されている

太出トj- I膏は小型 Inoceramus をふくむ暗灰色ないしは陥福色の砂'I{n'~占，砂岩と黒色r(

Rの互!留であるが， この床搾|寸 III長て，(;上高 H\ しないて rHJ静!骨は厚岸付j庄の rllJ静を悼式地とす

る斑点のある古灰緑色砂むを主体として，これに砂質区有，虫色了〔右を技有する

これらの r:位に，根室半島却では，恨主in己岩層 ， I亨岸~H迂では frll鳳&rhl己岩層とよばれる

地!骨が整合的に重なっている r 根室、ド島部:では晴氏色iltfJに粗粒立武岩の岩床，角i味凝灰

白などをふくみ，花咲J巷長 fO)(i!J徴地はこの)説準である I字岸方面では 1享い晴氏色の if己右

相で代去され，恨室半島吉r;，乃ような火山百貨のものをふくんでいないと

その上位は根室半島苛;では長節胃，厚岸方面では厚岸互層， Lt有i森方面では汐見!普とよ

ばれるものが整合する r この凶III討に露出する最下位の地層は，この厚岸互!骨である戸根室

半島部では，この胃準は，砂右， ii己岩の互層で，中部には，特徴的な大規院の層間摺曲が

みられる c 産出化イjは，根室南北両凶III国では

Neophyllocerashetonaiense 酌1ATUMOTO

[noceram z,ls sp.

PortZandia(PortZandella)sp. nov.

Naticasp.

Dentaliumsp.
(::)

が，記載されており，また佐セ f呆推によって，

AciZa(Truncacil α) sp.

Yo!diasp.

Venericardiasp.

Tur:tellasp.

が報告されている
〔の

この地層は，根室半島より IJtj に /(IJ って i~~1 ドト L l'写多イ ji 付近になると，浜中層と吉国三日!;

(5) 長尾治. (1957) 北海道点部における白宅紀層(根室層群) 日本の後期中生代

の研究連絡紙第 5 号，第 6 号

(6) 吉田三郎(1 958) 北海道東部浜中村付近の白雫糸について 日本後期中生界の研

究連絡紙第 7 号
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によって命名されたものと連なる。さらに，西方厚岸の海岸にそっても標式的な発達をし

めしているが，そこでは，厚岸互層とよばれる勺この地層は，さらに西方仙鳳祉，昆布森

H面では，汐見層とよばれるものと対比される=汐見層は昆比森地域で、は，砂岩を主とし，

{J己岩を伴う互層で，泥灰岩同塊をふくむが，根室半島部や厚岸地域でみられるような層間
(7)

摺曲はみられない。しかし含有化石が圧縮と歪みをうけて変形していることが記載され

ている。この地層の上位は整合，漸移的に喋岩層を主体とする黒層が重なってくる。根室

半島部では落石喋岩層とよばれ，根室図幅では下部を落石層， 上部をユルリ層に 2 分され

る。色丹島では玄武岩，輝石安山岩などの一連の火山岩が，これに対比される。厚岸付近

では，下位よりチンベ蝶岩層，鯨浜砂岩頁岩層，去来牛喋岩層に 3 分されて，昆布森およ

び仙鳳祉方面の老者舞醗岩層す知方学砂岩泥岩層，去来牛棟岩層に対比される c

これらの根室層群を千島，根室半島，それから漸次西方に追跡してみると，東部ほど火

山活動がはげしく，西方に移るにしたがって，その影響が少なくなってくる。以上，根室

層群について，概括的な説明を加えたが，この床津凶 l幅内においては，まえにものべたよ

うに，根室層群の全層が露出するのではなく，厚岸砂岩，:0:岩互層を最下部とし，それよ

り上位にチンベ瞭岩層，師、浜砂岩頁岩層，去来牛瞭岩層が重なる。各層の関係は整合漸移

である。

111.2· 1- 1 厚岸互層

この地層は，アイニンカソブ附"床揮，ピリカウタ，末広，チンべなどの海岸に，チン

ベ陳岩層の下位に整合に漸移して露出するごアイニンカッフご岬のものは暗灰色頁岩，砂岩，

喋質砂岩のリズミック薄互層で，暗褐色の角操質安山岩の岩床および岩脈に貫ぬかれ，

1O ~15~ の緩傾斜で，大体南方に向って降下しているつ床 i曜からピリカウタへの海岸線に

は，この地層の最上部層がチンベ礁岩と接して，ほぼ東同の走向で，南に 20~40° 傾斜し

て連続する。床揮の南海岸でチンベ棟宕の直下にくるものは陪灰色の頁岩で，砂岩および

瞭岩と互層し，石灰質団塊を多くふくんでいるつここで，この黒色頁岩 Iゃから次のような

化石をえた。

Silicosigmoilina ρdα baensls ASANO

llaplophragmoidessp.

Dentalina げ1- crinitaPLUM.

Nodosaria ザ1- affinisREUSS

Nodosariasp.

(7) 河合正虎(1 956) 昆布森図幅 (pp 1O ~11) 地質調査所
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Robu/us?sp.

Gilttulinatrigo?lula(REUSS)

BuliminareussiMORROW

Ceratobu/iminasp.

Acilasf ・

Dentaliumsp.

図版 8 大黒島西海岸の厚床砂

岩頁岩層 (a) とチンベ

礁岩層 (b)

Acilasp.

Pleurotomaria , Aci!a, Pro戸eamusium をえた。有-t'L

Prof/eamuslumcowperivar.YubarenS1SNAG.

jミ!よ -J貯のこの地層は，五岩優勢の (I少むとの互層である c 右相の水平変化がし、ちじるし

く，ノ白台 jはかなりまちまちであるが，

大体 /{4 あるいは東に 10-20
8

傾斜す

る c チンベ{、 L;!Iで，この地層の最正

部がチンベ棟持層下にふたたびあら

われ，行!天質団 i鬼を多量にふくむ陥

灰色頁岩が i清緑色頁岩と互層して，

走向ほほ、東 l可で，市に 10° 内外傾斜

する c

ピリカウタ市方 ((oj:. 1km の小島 図版 7 アイニンカップ北側の厚岸砂岩・

には，緩傾斜のこの地層が長IH し， 瓦岩闘の露出

南端舟付場付近の砂宇7 ・ n討のA層部から

をえた。

さらに，その南方 lkm の所にある大，I，~;!店は，右!斗

N10-25 コ E，傾斜 SE 10τ 内外の厚岸互l骨のJtiJ-. fJl;が

西海岸から北海岸にかけて露11\し，上方チンベII業計!舌

とは指交移過する。主として砂岩， ni';-の正悟で (jri;行

は暗灰色あるいはfk椋色， Yf岩は陥灰色，ときに無!吾

f里のかなり厚い場所も存在する c 10em 内外の議い時

岩層がはさまれ，頁岩 IFI には lil 天質[， t1 J:鬼がふくまれる

が，その中には，化石はふくまれていない e 化行は

頁岩中に発見され，北部の舟付場付近で保存 n tlf な
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図版 91'1 番)社東 )j のチンベ 11楽岩肝

出は， mL;~床搾の海岸でえたものと， /liJ じようなものを時111 するつ

見イ↑i森地域のこの地層は，いわゆる汐見屑の連続地市であって，右社!的には ， J亨咋付近

のものと少し異なっているぺここでは， /な岳民の北f~JJ f こわずかに再出して ， H{!i森の凶IIJ両

に連なるものと，その東海岸の尺別泊に [I可側を断片手で切断されて jJ1判|飛行)持と Jをするもの

とがι在するつ前荷は，百灰色のシノレトロと /IIJ 色((fl;')'1'; 1 とのTi :1 同で，主 /('J N60 ム W，傾や|

SW10°，あるいはNE 10つをしめし東和I)はチンベ棟計!片とN 1O~20E方的!の断!同で持

するハ後i号は，ノ七1(IJN60W，傾i~1 SW40' 内外の{沙'n· ((fliの I，:阿部で、訂版賀川崎がふ

くまれているハi両者とも， p字 IV: ILl問、}有の!再開閉はみられない戸またn{lj~-1~~，{i11鳳~lf:Jn白i

(め

の前調査者の記載をよんでみても，これらの地域のj夕日同IIIには!月間摺rlliがないようであ

る η しかしながら，地問の上下関係，I日il l\Jmillrを同六、たほかのれHIの矧似から，汐~~I印字

を，;~:砂干;.n:行!同に対比した 1'1" ，11宇は 400m 1、I 卜で、ある

111.2.1ｷ2チンベ醸岩層

このj也)骨は， 1手作U1n付 j也Jy~に II; く分布し， Ltlt、東|珂の/七 /(IJ で I Yo! }jに緩傾斜する r 主とし

て I喰YJ層からなり，砂'1';'， I'fWを部分的にJぅ~むし，所によっては集J鬼 itipiミとなる n 燃は fit

粒玄武行，安山干f，イル、 rf，工げf，チャート，粘料引などの円時からなり， il棄の大きさは，

任 3~5cm 大のものが多い{'iH!の水、|λ変化はし、ちじるしく，トー(止の!手 J;!:克明との It 円 1) ~ 、

ちじるしい指交現象がみられる [Hi;l: iJl;の l川 }j約 2 km , ;昌利\，ノL イランで， U止の[IIJ;( i兵 6'川IJ

J.l'1
L

} との境界.;Li くの時計層上(立には， II庁制色の集J忠'1
J

}J同がある r 大 ;!，\!;~jのた r~l~ 分を占める

1/衆岩層も陳有と砂胃とのTi l同であってr--~E の主 l討で SE に緩傾斜する〔品 {jj森地域では丙

側は厚岸 tL層と NE ;jl('Jの断!骨で

J妾し，南側は雄別互層とほほ手東l珂

性の断層で境し，海岸線にそって

よく露 IU するハ主 /('Jは阿部は N

40~50'1W で東に傾叫し，東部は

N1O~20E の主 /('J で|川に傾 in し，

-つの /(IJ:m構j古をとっている l KH

jjf{ では， EW 性あるいは N40~

70W 力向の小断用の充 j£ がみと

められる(山村 i は{ル'/;'， ((f'U) よ

(8) 昆 11i ~1 ヌI ~J両( illT 合正虎)および fl::{/i森地域地質調布結県十 lUi' (佐々以!r:f f~ ，林一郎，

岡田隆交(1 952) 札幌通産局石炭部 (M.S)
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てH喋官の互層で，喋岩中に 30cm 大の泥灰宕i司塊をふくむものがあるのまた，砂岩中に不

完全な植物化石破片をふくむものもある。露出の南限で，雄別互層と断層で接する付近の

この地層は，いちじるしく厚い黒玉喋岩層である。際の大きさは径 5~lO cm，安山岩，粘

板岩，ホルンフェルスおよび少量の花l品岩様のものからなり，分級度はきわめて悪いc 中

に灰色の砂岩層を数枚レンズ状にはさんでいる n 全層厚 300m 内外と推定されるわ

111.2.1.3 鯨浜砂岩頁岩層

チンベ傑岩層上に整合的に移過する砂計，J[岩および陳宕の互!再で，厚岸地域内の鯨浜

付近にだけみとめられる。 {UI 鳳E止および昆布森地域の知元学 i少岩)曽に相当するものであろ

うのただし，下伎のチンベ喋岩層との相違は，単に礁岩部が少なく，砂宥， n岩部が量を

よ持している程度にすぎない ρ! 骨厚は 50~60m であるべ

サルキウシ

111.2ｷ1ｷ4去来牛磯岩層

昆イIi森地J3}<の丙端部|有海岸の去来午に， ftイIi森|司 III両からの連続として，きわめてせまい

分布をしめす。去来牛の東方，知力学では，鯨浜砂岩日(岩慢の上に喋岩をもって去来牛陳

岩層が重上するのこの関係は整合漸移であるのこの際岩層は両方，去来牛に向って，漸次

上部を露出することになる。去来牛の緑灰色砂岩は，合小棟質，偽層の発達がし、ちじるし

く，ときに植物化石の破片をふくんでいる o 1'T b'は青灰色で，砂岩にくらべてひじように

少ないわこのように，去来牛喋岩層は上方になるにしたがし、砂有，棟質砂宕および頁干?の

互層となってし、く c 去来牛では東側を断層で切断され，春採:央炭層および別保喋岩層と接

している。したがって，走向傾斜はかなりまちまちであるが，一般には， EW 性の走向で，

北に 15~20° 傾斜するようである。全層厚 60m士であるハ

III.2.2 浦幌層群

浦l幌層群は，根室層群を不整合におおう古第三紀層である c 厚岸町地域には露出せず，

もっぱら昆布森地域に分布する。昆布森岡 III 長において， 下位より， J: 別保-累層とチョロベ

ソ累層に分けられ，従来の通称である別保際右肩と春採央炭)骨は卜引!保黒屑に， 7( 牢時計

)胃および推別正!骨はチ '1 ロベ、ソ!，f ~1 骨とよばれている

III.2ｷ2ｷ1 上別保累層

日IJf呆喋岩層と春採央炭層とは礁岩層を基底としてはじまる 1 輸}Mの地層で，これを上別

保黒層として一括したっ

111.2ｷ2.1.1 別保離岩層

去来牛の海岸に両側は去来牛礁岩層と断層で賎し，春採夷炭層の下位として，せまい分

布をしめす c 浦l幌層群の基底喋岩層として有名なこの陳岩層は ， X寧喋岩層が赤玉喋岩層
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ぺばのい沫板''一はれと訓す炭向た去層

ユよもて刊粘色しヤ物さ層一削件の方れ方炭玉
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3

瞭牛の大[なの'る硬米'に宍~!''似

る.よ来時'は山石も色え'去は東採却机たでも

一れ弔バト五色で喋一吠の緑混ででのい劃

N

切ま年る

ば

λの'閉じ…のる減凝色閃を砂山村も爪''で戸海す

はし'もい構結

MK'

時粒海る寸人てみ層るの山ハ

と観だ蝶ので輝晴山口円粗牛す

W

っこ附あ下長

図 版1 0 去 来 牛 海 岸 ，5 3 0保 礁 岩 界 中 に 合 ま れ るl 1

化 木 ， 大 き さ は2 0emx80em

~L: などがはいっている円喋層で，礁の大さは 2~5em 大， ~l長緑色の粗 f\'1 砂で堅く昭結され

る c 春採央炭層との間は笥 lili した面で， 712 向 N30W や N lO E，傾斜 NE40
C

や SE 15ー

をしめし，その間に1O ~30em の薄炭層が連続している(この時岩悼の層!字は，ほぽ 60~

80m と推定される

111ｷ2.2.1ｷ2 春採爽炭層

~J1 1路炭田の主要宍炭層である春採宍炭層も，この地域では発注がきわめて不良である。

堆積周辺相として，全層厚 10~40 n1をしめすにすぎな L 、 c この地域では，去来午の海岸

と半島北側の炭山泊の 2 ヵ所に露出するむ

去来牛海岸:のものは， 7J ljj 某喋岩層を基盤とし， 1O ~30 em の炭層よりはじまる吉氏色丹

瓦岩および砂質丘宕，灰白色砂岩の累層で，中央部に Viciparus の密集市をはさんでい
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図版 13 天寧礁岩層上部の灰緑色砂岩及び頁岩の

互層部，去来牛背後の山稜地

る。さらに上位は，頁岩の優勢な

砂質頁岩との互層で，上方天寧喋

岩層を重上する。この部分での宍

炭層の厚さは，約 40m 内外と推

定される。炭山泊に露出する宍炭

層は，上方が直ちに天寧喋岩層と

接する厚さ 5m 内外の露出で，

2.5m 内外の灰白色砂岩の上に，

20em 内外の灰禄色、ンルト岩があ
図版 12 去来牛海岸の春採爽炭層基底の薄炭層，

り，これと天寧喋岩層との間に 5 厚さ1O~30em の粗悪炭である

em 内外の薄炭層があるっかつて，ここで稼行された 2 ヵ所の坑口があるといわれている

が，現在は崩れて不明である。その坑口と称せられる箇所の状況からみると，稼行炭層は，

灰白色砂岩の下にあったもののようである。 N 50
0

W 方向の断層が発達するが，地層の走

向は N600W 内外，傾斜 SW40° で，上記去来牛海岸のものとは，向斜構造をとるようで

ある。また，その上位の天寧喋岩層の走向，傾斜をみても，向斜構造をみとめることがで

きる。したがって，背後地に広範囲に露出する天寧喋岩層の下には，薄い春採央炭層が連

続して存在するのであろう。

111.2ｷ2ｷ2チョロベツ累層

天寧喋岩層を基底とし，堆別互層を上とする一つの堆積輪廻の堆積層を，チョロベツ果

層とよぶ。

III.2ｷ2.2ｷ1天寧様岩層

赤玉，青玉の喋をもち， })II路炭

団地域に広範囲に分布する赤色喋

岩層であって，この図III園内でも，

見布森の半島部に広く露出する。

際岩を主体とし，砂岩および貞

岩を挟有する。各層は膨縮にとみ，

互層中に薄炭層をはさむことがあ

る。天寧特有の赤色棟岩層は，大

体下部に多く，上部の瞭岩層は，

暗緑色あるいは灰緑色を呈する。
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事

Fi，粘杭;!f}， Ii更砂岩，扮岩などが

図版 15 J1L 羽 III中西部，大軍喋

右府中の砂岩部

赤色峨 ~i-J~t十 Iの{慨は赤色珪質岩

が多く，そのほかには，輝緑凝灰

図版 16 去来牛東海岸，天寧喋岩層の断出

みられるハ穆結度は日Ij侃礁岩程硬

くない(したがって，海岸には大

塊の法行が沢山あり，また現在も

落下しているご去来牛の海岸に

は，この落石で危険な所が， 2~3

ヵ所存在する p この簡の峨岩層

は，比較的に厚層をなすものが多

く，と品:の Fk結色傑岩層は1O~30

em 程度の正層が多いと全層厚は

100~150 m と推定される

Lt有i森の半島司;のほとんど全域

図版 17 天寧喋岩層上部の互層部 にわたって露出する疋寧喋岩層

は，南北両側にわずかに下位の地層を露出し，全体的に，ほほ‘東河の軸をもっ 1 向斜構造
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がみとめられるっこの構造は，その北に分布する恨室層群のチンベ喋岩層が，南北性の向

斜構造をとっているのと，まったく異なっている c

III.2.2ｷ2ｷ2 雄別互層

釧路炭田地域で推別爽炭層と称せられるものに対応し，ここでは砂岩，且-岩，喋岩の互

層として，昆有 i森地域の北部に狭小な分布をしめすっ丙側の主部は灰緑色ないしは灰青色

の板状砂岩で， N60~80oW の走向をもち北方に傾斜しているっ下部は，砂岩団塊をもっ

砂質、ンルト岩で， Denfa1ium の化石をふくんでいる。東側の走向・傾斜は，まちまちであ

る。岩相も西側のものとは一致せず，時岩， j喋質砂岩，砂岩立岩の互!吾，灰禄色頁岩など

で，陳質砂岩には偽層が発達するつまた炭条のはいっているものもあるつこのような岩旧

を昆布森図幅の推別互層の柱状と対比してみると，東側のものが，西側のものの上部にく

るものと推察されるの

III.2.3;中積層

沖積層の主なものは，現在の海浜に存在する砂層で，厚岸町地域，昆布森地域などに，

きわめてせまい分布をしめしているっそのほかの沖積層は，床搾付近，末広付近の小さな

川の堆積物で，機，砂，粘土からなっている。

III.3 地質構造

すでにのべたように，この地域の地質は，北部厚岸町地域は厚岸凶幅の連なりであり，

西部は昆布森凶幅の連続であるつしたがって，地質構造もまた，両凶幅とそれぞれつなが

っている。すなわち，厚岸町内では，ほほ、東丙のノ七向をもっ根室層群に属する地層が，援

い起伏をしながら，全体として南方に傾斜し， N1O~20oE 方向断層が発達している。昆

布森地域は根室層群の k司;層として，占第三紀に属する浦|幌層群が分布し，恨室!昔前=のチン

ベ棟岩層が N lO♀ W 内外の方向の 1 向科構造をとるに反し，これをおおう古第三紀層は，

ほぼ東丙の軸をもっ 1 向科構造をとっている。しかしながら，断層の形式をみると，両地

域ともに， N60~80コ W 方[tiJの断層と，これを切る N 1O~40cE 方向の断層が，現在の地

層分布を支配していることがわかるぐしたがって，上部白望紀に属する根室層群と古第三

紀に属する浦幌層群との問には，明らかに，構造の違いがみとめられるが，その断層は，

古第三紀以後のものが支配的であるつ

IV 応用地質

鉱産資源としては，恨室層群rpの白望系石川1 と古第三系春採央炭層 It1 の千 i炭がある。
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(¥1)

恨主層群中の i由散は，初め，伊国一善談として橋本互によって記載された(場所は厚牢

町パラサン r1llp で，その突端部の出にみられるというのであるが，f!f:岸凶 l隔にも記載されて

あるように，任者ほかの凋査の際には，どうしても確認することができなかったっその後

1959 年に恨室半島花咲港の背後地を構成している根雪層( {Ill 鳳~II: 層準)の上部の砂岩， n

行の互層部に粗粒立武岩岩床をはさんでいるものの 111 に発見されたものは，明瞭な油徴で

あるへ現地は，花咲港北側の神社わきの庄であって，相粒玄武官の採石現場であるっ;玄武

!t!? をはさんでいる砂有， IT 干?の巾の 5~ lO cm の黄灰色凝灰質砂む III に淡黄褐色の軽質 ifl]

がふくまれているへ これから 20m 位離れた所に，背削った月:戸があり，これにも油徴が

あったと伝えられている内筆者が 1960 年に i調査した際には， iff] 散の場所は埋まっていて，

去両に拡散する「ギラ」と気 j包がみとめられたにすぎなかったが，恨室)骨 Eドドの確実な i[l l

l放の最初の発見である〈さらに 1961 年には，石油資似株式会社によって，落石付近にも新

しい油徴が琵見された(このように，近東南部の卜部内空紀層である恨室層群が，石油引:

nh の可能性をもつことは明らかにされたのであるが，その北|誌は根室原野の第四紀層の下

にかくされて明らかではないでしたがって， illlIf!地域としてみ範囲，あるいは，その構造

は，いまだ明確に把出されていない(以上は， jE 東南部地域に発注する恨窒層群の石油 ~1~

nh の可能性について概説したのであるが，このは II両内では，まだほ i散も発見されてない士

また，イ iifflJ)~1: ~f ， を li tJ-ボする j也質構造も，みとめることができないっ

春J采宍民!同巾 l乃石炭は， Lt 布森地域の去来午と炭山泊の 2 ヵ所に露 IH している、前者は，

可Ij(民!味'f; J骨の山;ト.にあって， I同首厚 1叩O~3却Ocm の中判肌11:忠巴炭で，稼行に}堪其えるようなものではな

い 去米牛の;海毎岸で， J上_I川1記一己の j地也也， I円、I

を区切る N40-W ブ方jlt向11訂:づ]vの〉断!層骨がある(この断層は， 40: 東に傾斜し，断層面にそった別保

時官 l曽の I+J に 1 m ~;りの炭層が，断層でをきこまれている「 しかし，炭ftは不良であり，

しかも，断層によるホケソト状のものであるので稼行(間前はみとめられない勺

;火山 ~(Jノ)，かつてほ行されたという bl;~は現在砂浜のトに埋没していて，みることはで

きない一 L(iじみだ市i保有!時との境には，わずか 5cm 内外J)議伏!再がみられるだけであるコ

!HLtcIU抗j互の民悼む，部落J) 人の i話しでは， 30emU、ドのものであったといわれる
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale , 1:50,000)

TOKOTAN

(Kushiro-49)

By

SutekazuNagao

Resume

ThemapareaofthissheetisadjacenttotheAkkeshisheeton

thenorthandtotheKombumorisheetonthewest, hencebothtopoｭ

graphicallyandgeologicallyitiscontinuouswiththosesheets. The

Akkeshidistrictthenorthernpartofthemapareaisalowcoastal

tableland, about100m abovesealevel;intheKombumoridistrictis

foundarelativelylowflatsurfaceabout130m abovesealevel. The

constItuentbedsareasfollows:

AlluvialDeposit

YubetsuMember

TenneruconglomerateMember

Harutoricoalbea:ingMember

BeppoconglomerateMember

SarukiushiconglomerateMember

KujirahamasandstoneshaleMember

ChimbeconglomerateMember

AkkeshialternationMember

TheAkkeshialternation , morethan400m thick, consistsofalterｭ

nating sandstone, shaleand conglomerate, intercalated with hard,

siliciouswhitetu 百， andcontainsazoneofmarkedintraformational
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foldings.ItyieldsfossilsofForamin グera ， Peiecy ρoda andGastro) うoda.

TheAkkeshialternationisoverlainbytheChimbeconglomeratewith

aconformableandtransitionalrelation. Thisconglomeratealternates

withcross 帽bedded sandstone, andthecombinedthicknessexceeds300

m. Itcontainsroundedpebblesofdolerite , slate, chert, sandstoneand

shale. ItcoversthegreaterpartoftheAkkeshidistrict, andgrades

intotheoverlyingKujirahamasandstone-shalealternation. TheKujiraｭ

hamasandstone-shalealternation, 50-60ill thick, consistsofalternating

sandstone, shaleandconglomerate. ThenameKujirahamasandstoneｭ

shaleaJrernationwasgiventoa part of the underlying Chimbe

conglomeratewheretheconglomeraticportionisrelativelysmail. The

SarukiushiconglomerateisdistributedonlyintheKombumoridistrict.

Onthebasisofthestratigraphiccorrelationwithotherdistricts, this

conglomerateissupposedtorestontheKujirahamasandstone-shale

alternation. Thethicknessisapproximately60m.

Theabove-mentionedformationsareUpperGretaceousinageand

belongtotheso-calledNemurogroup.

TertiaryformationsaredistributedintheKombumori district ,

extendingfromtheKombumorisheetarea, butarenotfoundinthe

Akkeshi district. TheTertiaryformationsaretheUpperEocene

KamibeppocomplexandtheOligoceneChorobetsucomplex , bothbeｭ

longingtotheso-calledUrahorogroup.

TheKamibeppocomplexisdividedintotheHarutoricoal-bearing

formationintheupperpartandtheBeppoconglomerateinthelower

part. TheBeppoconglomerateisknownasBlackconglomerate. Itis

60-80m thickbasalconglomerateoftheUrahorogroup. TheHarutori

coal-bearingformationoccursinthehOI セon ofthemaincoalseam

oftheKushirocoalfield. Theareawherethisformationisdistribuｭ

tedcorrespondstoaneasternmarginoftheKushirocoal 日eld. Acｭ

cordingly, thethicknessofthecoal 帽 bearing formationisonly10-40m

here, andtheinterbeddedcoalisabout30cmthicklow-g!"adecoal.

TheTenneru conglomerate , conformablycoveringtheHarutori

coal-bearing formation , iscalledRedconglomerateincontrastwith

BlackconglomeratefortheBeppoconglomerate, becauseofthepre-
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dominantred-coloredpebblesandcementingsand. Thetotalthickness

oftheTenneruconglomerateis100-150m , butitsupperpartisdark

greenratherthanred, andisanalternationofsandstoneandconglomｭ

eratecontainingfinepebbles. TheYubetsualternation, conformably

overlyingtheTenneruconglomerate, consistsofalternatingplatys;mdｭ

stone, sandyshaleandconglomerate, andcorrespondstotheYubetsu

coal-bearingformationoftheKushirocoalfielddistrict. Inthismap

area , theYubetsuaiternationisaneriticdepositcontainingDentalium ,

etc. , withoutintercalationofcoalseams. Itsdistributioninthemap

areaislimitedtothevicinityofFurubanyaoftheKombumoridistｭ

rict , thicknessbeing70-90m.

TheNemurogroupintheAkkeshidistrictstrikesalmostE-W,

dippingS, butintheKombumoridistrictthegroupshowsasynclinal

structurewithanearlyN-Saxis. TheTertiaryUrahorogroup, abutｭ

tingtheNemurogroup, hasasynclinalstructuretrendingroughlyEｭ

W ,apparentlyshowingadi百erent geologicstructure. However , faults ,

havingoccurredafterthedepositionoftheUrahorogroup, aremostly

controlledbytheN10-400Etrend.

OilshowingsintheUppεr CretaceousNemurogroupwerefound

at Hanasakiko and Ochiishi of the Nemuro Peninsula, indicating

possibleoccurrenceofoi1fieldsintheCretaceoussystemofeastern

Hokkaido , althoughsubsurfacestructurehasnotbeenc]ari 白ed yetdue

tothealluvialdepositscoveringthevastarea. Coalisinterbedded

withintheHarutoricoal-bearing iormation , butitisnotworkable

becausethequalityisinferiorandthethicknessofthecoalseamis

only30cmorso. ItisrepprtedthattherearetwopitsatTanzandomari

oftheKombumoridistrict , butdetailsareunknownasthepitsare

nowburiedunderthesandbeach.
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